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　この間、ウインドファームで年２回発行して
いるカタログ冊子「コーヒー生産地とつながる
旅」では、メキシコの国家的植林プロジェクト
「センブランド・ヴィダ」の重要性について多く
のページを使ってお伝えしてきた。しかし、植
林活動以外にも、森林農法という伝統文化の
復活や、雇用機会の増加、移民問題など、様々
な課題を克服する可能性をもったこの取り組
みを、日本のマスメディアが取り上げることは
ない。気候変動をめぐる問題が、これだけ深
刻化しているにも関わらず・・・。

　そんな状況を残念に思っていたある日、グッ
ドニュースが飛び込んだ。かつてオバマ政権
の下で国務長官を務め、現在は気候変動問題担当大統領特使であるジョン・ケリーと言えば、テレビや
新聞でその顔に見覚えがあるかもしれない。2021 年 10月18日、そのジョン・ケリーが「センブランド・
ヴィダ」の取り組みを視察するために現地を訪れたのだ。メキシコ政府が制作した映像には、 アムロ大統
領（メキシコ）をはじめ「センブランド・ヴィダ」に関わる大臣が説明をしている様子が、収められている。
アムロ大統領たちがジョン・ケリーに伝えた内容を辿りながら、センブランド・ヴィダの現状をお伝えする。

自然環境や人々の生活が
地球規模で損なわれている
今、
メキシコで展開されている
 植林プロジェクト

「センブランド・ヴィダ」
に注目する。
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ク
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﹁
セ
ン
ブ
ラ
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ド
・
ヴ
ィ
ダ
﹂
の
現

状
　　

ア
ム
ロ
大
統
領
の
説
明
は
︑ま
ず
﹁
セ

ン
ブ
ラ
ン
ド
・
ヴ
ィ
ダ
﹂
の
予
算
と
︑
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
て
い
る
人
員

の
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か
ら
始
ま
っ
た
︒
２
０
２
１
年
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予

算
は
２
８
９
億
ペ
ソ
︵
約
１
６
０
０
億

円
︶︒
植
林
活
動
に
従
事
し
て
い
る
登
録

者
は
現
在
︑
44
万
４
７
９
０
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︒
そ
れ

ぞ
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が
自
分
の
区
画
で
行
っ
た
作
業
に

対
し
て
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月
額
５
０
０
０
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７
０
０
０
円)

の
支
払
い
を
受
け
取
る
︒

　

登
録
者
の
う
ち
︑
69
％
が
男
性
︑
31
％

が
女
性
だ
︒
さ
ら
に
︑﹁
セ
ン
ブ
ラ
ン
ド
・

ヴ
ィ
ダ
﹂
で
は
︑
実
施
さ
れ
る
植
林
の

運
営
︑管
理
を
担
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
︑

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
︑お
よ
び
技
術
者
を
︑

合
計
で
４
９
１
１
人
採
用
し
て
い
る
︒

　
ま
た
︑
”若
者
の
未
来
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ロ
ジ
ェ
ク
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と
い
う
︑
奨
学
金
制
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で
学
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で
い
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3
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4
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も
作
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に
従
事

し
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い
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︒

　

植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
﹁
セ
ン

ブ
ラ
ン
ド
・
ヴ
ィ
ダ
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の
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体
的
な
目
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は
︑
１
１
２
万
７
５
０
０
ヘ
ク
タ
ー
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11
億
本
の
植
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を
栽
培
す
る
こ
と
︒
現

在
は
︑
８
億
１
７
０
０
万
本
の
植
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と
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１
１
万
２
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
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森
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再
生
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進
行
し
て
い
る
︒

植
林
活
動
だ
け
で
は
な
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﹁
セ
ン
ブ
ラ
ン
ド
・
ヴ
ィ
ダ
﹂
が

担
う
役
割

　
﹁
植
林
の
取
り
組
み
を
通
し
て
雇
用
を

生
み
出
す
こ
と
で
︑
人
々
が
土
地
を
離

れ
移
民
と
な
る
こ
と
を
防
ぎ
ま
す
﹂
と
︑

人
々
の
生
活
に
与
え
る
効
果
に
言
及
す

る
の
は
︑ビ
エ
ン
エ
ス
タ
ー
ル
省
の
大
臣
︑

ハ
ビ
エ
ル
・
メ
イ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
だ
︒
彼

は
さ
ら
に
説
明
を
続
け
る
︒﹁
特
に
︑
若
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が
生
ま
れ
た
土
地
で
生
活
で
き
る
基

盤
を
つ
く
り
︑
か
つ
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よ
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な
社
会
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つ
な
が
り
を
取
り
戻
し
︑
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域
社
会
が

再
生
さ
れ
ま
す
︒﹂

　

映
像
に
は
実
際
に
植
林
活
動
を
し
て

い
る
人
々
の
コ
メ
ン
ト
も
含
ま
れ
て
い

る
︒
あ
る
女
性
は
﹁
以
前
は
別
の
町
に

働
き
に
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
︒
今
は
セ
ン
ブ
ラ
ン
ド
・
ヴ
ィ
ダ
の
お

か
げ
で
︑
自
分
の
土
地
で
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
﹂
と
話
す
︒
ま
た
︑﹁
こ

の
土
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を
離
れ
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こ
と
な
く
︑
よ
り
良

い
仕
事
が
み
つ
か
り
ま
し
た
﹂
と
語
る
男

性
の
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も
あ
っ
た
︒

環
境
大
臣
マ
リ
ア
・
ル
イ
サ
に
よ

る
説
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元
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セ
パ
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協
同
組
合
の
顧
問
で
︑
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は
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キ
シ
コ
の
環
境
大
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マ
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ア
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︑﹁
セ
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ブ
ラ
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・
ヴ
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担
う
環
境
保
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農
業
生
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の
役
割

に
つ
い
て
︑ジ
ョ
ン・
ケ
リ
ー
に
説
明
す
る
︒

　
﹁
ま
ず
︑
知
っ
て
頂
き
た
い
の
は
︑
セ
ン

ブ
ラ
ン
ド
・
ヴ
ィ
ダ
の
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
︑国
内
の
先
住
民
の
農
業
ス
タ
イ
ル
︑

つ
ま
り
︑
森
林
農
法
︵
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス

ト
リ
ー
︶
が
手
本
と
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
﹂
と
言
っ

て
︑
マ
リ
ア
・
ル
イ

サ
は
話
を
始
め
た
︒

﹁
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト

リ
ー
は
主
に
メ
キ
シ

コ
の
熱
帯
地
域
で
見

ら
れ
る
栽
培
方
法
で

す
︒
歴
史
的
に
は
ス

ペ
イ
ン
人
が
新
大
陸

に
や
っ
て
く
る
前
か

ら
︑
カ
カ
オ
栽
培
を

中
心
に
︑
先
住
民
に

よ
っ
て
森
林
農
法
が

営
ま
れ
て
い
ま
し
た
︒

ま
た
︑
ア
フ
リ
カ
か

ら
も
た
ら
さ
れ
た

コ
ー
ヒ
ー
栽
培
も
取

り
込
み
な
が
ら
︑
メ

キ
シ
コ
の
先
住
民
は

独
自
の
ス
タ
イ
ル
を

築
い
て
い
ま
す
︒﹂

　

続
け
て
マ
リ
ア
・

ル
イ
サ
は
︑
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト

リ
ー
の
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
量
に

つ
い
て
の
効
果
を
説
明
し
た
︒﹁
1

０
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
植
林
す
る

と
︑
年
間
１
７
８
０
万
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ

２
を
吸
収
し
ま
す
︒
ま
た
保
水
に
つ

い
て
も
︑﹁
森
林
農
法
を
展
開
す
る

地
域
で
は
︑
10
リ
ッ
ト
ル
の
水
の
う

ち
︑
９
リ
ッ
ト
ル
は
森
林
農
法
の
恩

恵
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
︑
そ
の
９

リ
ッ
ト
ル
の
内
︑
６
リ
ッ
ト
ル
は
生

活
・
農
業
に
使
用
︑
残
り
３
リ
ッ

ト
ル
が
地
下
水
脈
へ
と
流
れ
て
い
き

ま
す
﹂︒

　
マ
リ
ア
・
ル
イ
サ
は
最
後
に
︑
も

し
も
セ
ン
ブ
ラ
ン
ド
・
ヴ
ィ
ダ
の
取

り
組
み
を
︑
気
候
や
自
然
環
境
な

ど
で
類
似
点
が
多
い
グ
ア
テ
マ
ラ
︑

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
︑
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス

の
中
米
３
ヶ
国
へ
展
開
し
た
仮
定
で

の
デ
ー
タ
を
示
し
た
︒
実
現
し
た

場
合
の
植
林
面
積
は
計
４
０
０
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
︒
二
酸
化
炭
素
の
吸

収
︑
水
資
源
の
確
保
︑
土
壌
の
保

全
な
ど
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
は

気
候
変
動
の
抑
制
に
大
き
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
を
︑
マ
リ
ア
・
ル
イ

サ
は
強
調
し
た
︒
ト
セ
パ
ン
で
技
術

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
も
活
躍
し
て

い
た
だ
け
あ
っ
て
︑
マ
リ
ア
・
ル
イ
サ

アメリカ政府気候変動問題担当特使： ジョン・ケリーのメキシコ訪問

現地を視察するジョン・ケリー(写真出典：メキシコ大統領府HPより)

の
説
明
は
農
業
や
生
態
系
に
深
く
関
わ
る
も
の
で
︑
か
つ
具
体
的
な
も
の
だ
っ
た
︒

”

見
捨
て
ら
れ
た
大
地
に
帰
る”

こ
と

そ
れ
が
セ
ン
ブ
ラ
ン
ド
・
ヴ
ィ
ダ
の
基
本
的
な
考
え

　

気
候
変
動
︑
自
然
破
壊
︑
移
民
の
問
題
︒
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
は
メ
キ
シ
コ
に
限
っ
た
こ
と

で
は
な
く
︑
も
は
や
地
球
全
体
の
問
題
と
な
っ
て
お
り
︑Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
︵
持
続
可
能
な
開
発
目
標
︶
で
は

1
7
項
目
も
の
解
決
す
べ
き
目
標
を
掲
げ
て
い
る
︒

　

地
球
全
体
で
そ
の
目
標
達
成
に
向
け
て
取
り
組
も
う
と
し
て
い
く
と
き
︑
す
で
に
多
く
の
実
績
を
残
し

て
い
る
﹁
セ
ン
ブ
ラ
ン
ド
・
ヴ
ィ
ダ
﹂
は
明
確
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
私
た
ち
に
示
し
て
く
れ
て
い
る
︒
国
内
で

生
み
出
し
た
雇
用
は
︑
目
標
の
４
５
万
１
０
０
０
人
に
対
し
て
4
4
万
５
０
０
０
人
︒
す
で
に
植
林
し
た

苗
木
の
数
は
８
億
１
７
４
４
万
７
６
３
４
本
で
︑
そ
の
面
積
は
１
１
１
万
１
９
７
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
︒︵
１
０

０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
さ
は
１
０
０
キ
ロ
×
１
０
０
キ
ロ
の
正
方
形
の
面
積
︒
東
京
ド
ー
ム
２
１
３
万
８

８
０
８
個
分
︶

　

ア
ム
ロ
大
統
領
は
語
る
︒﹁
私
た
ち
に
は
土
地
が
あ
り
水
が
あ
り
︑そ
の
土
地
で
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

生
ま
れ
故
郷
︑
そ
し
て
家
族
を
︑
喜
ん
で
捨
て
去
る
人
は
い
ま
せ
ん
︒
セ
ン
ブ
ラ
ン
ド
・
ヴ
ィ
ダ
の
基
本

的
な
考
え
は
︑
”見
捨
て
ら
れ
た
大
地
”に
帰
る
こ
と
︒
移
民
問
題
の
解
決
は
︑
人
を
国
境
で
逮
捕
す
る

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
こ
の
政
策
に
よ
り
︑
気
候
変
動
と
共
に
︑
移
民
問
題
に
も
対
応
し
︑
人
々
が
生

ま
れ
た
場
所
で
家
族
︑
親
戚
と
と
も
に
︑
暮
ら
し
続
け
る
基
盤
が
で
き
る
の
で
す
﹂
と
︒
最
後
に
︑
ア
ム

ロ
大
統
領
は
﹁
ア
メ
リ
カ
政
府
と
一
緒
で
あ
れ
ば
︑移
民
問
題
に
も
対
応
で
き
る
は
ず
﹂
と
ジ
ョ
ン・
ケ
リ
ー

に
伝
え
て
説
明
を
終
え
た
︒

sembrando 
vida
植林プロジェクト
センブランド・ヴィダ = いのちの種をまく

●メキシコ新政権が最も重視する政策
● 100万ヘクタールの植林プロジェクト
単一栽培ではなく、森林農法

（アグロフォレストリー）による作物の植林・栽培
が行われる。
●プロジェクトの目標

・ 森林農法による森林再生と生態系の保全
・ 貧困対策として40万人の直接雇用を生み出す
・地域に昔からあったコミュニティーのつながり
の再生

45



６７

■植林面積（ha)
目標：112万7500
現在：111万1975

■苗木の数
目標：11億本
現在：8億1744万
7634本

■生産者数
目標：45万1000人
現在：44万4790人

（女性：31％ 男性：
69％）

■予算額
（2021年）：

289億2990万
8846ペソ（約14.5
億ドル）

■専門家数
4,911人
※技術指導者、ソ
ーシャルワーカー、
ファシリテーター
など

■奨学生（若者の
未来プロジェクト）
3万8514人

環境大臣マリア・ルイサ（写真出典：「24horas誌より」）

現地を視察するジョン・ケリー(写真出典：メキシコ大統領府HPより)
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︑
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績
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﹁
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﹂
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︑
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︑
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︑
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︒
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︑
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︒
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︑
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︒
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政
策
に
よ
り
︑
気

トセパンのコーヒー農園（上）

一般的なコーヒー農園（右）

ウインドファームのコーヒーマイスターコラム

　

今
回
の
コ
ラ
ム
は
焙
煎
の
探
求
か
ら

離
れ
、昨
今
の
コ
ー
ヒ
ー
を
取
り
巻
く

環
境
に
つ
い
て
広
く
考
え
て
み
ま
し
た
。

こ
の
２
年
間
で
様
々
な
こ
と
が
一
変
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、コ
ー
ヒ
ー
業
界
に
も

近
年
色
々
な
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
　
コ
ー
ヒ
ー
の
２
０
５
０
年
問
題

　　
こ
の
ま
ま
気
候
変
動
に
よ
る
地
球
温
暖
化
が
進
め
ば
、

２
０
５
０
年
に
は
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
に
適
し
た
環
境
が
半
減

し
て
し
ま
う
。そ
れ
が
２
０
５
０
問
題
で
す
。世
界
最
大
の

コ
ー
ヒ
ー
生
産
国
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
２
０
２
１
年
、深
刻
な

「
雨
不
足
に
よ
る
干
ば
つ
」と「
寒
波
に
よ
る
霜
害
」に
見
舞

わ
れ
、21
〜
22
年
度 

の
生
産
量
が
前
年
比
20
％
程
減
少
す

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
年
間
約
３
６
０
万
ト
ン（
全
世
界
の
コ
ー
ヒ
ー
生
産
量
の

30
％
）が
ブ
ラ
ジ
ル
の
生
産
量
。そ
れ
が
単
純
に
20
％
減
少

す
る
と
、72
万
ｔ（
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
に
し
て
約
５
８
０
億

杯
分
）の
減
少
と
な
り
ま
す
。日
本
の
コ
ー
ヒ
ー
年
間
消
費

量
が
約
45
万
t
な
の
で
、そ
れ
よ
り
も
多
い
量
で
す
。

　

霜
害
に
あ
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
の
木
は
枯
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
多
い
た
め
、２
０
２
２
年
以
降
の
影
響
も
心
配
さ
れ
て
い

ま
す
。ブ
ラ
ジ
ル
だ
け
で
は
な
く
、弊
社
と
繋
が
り
の
あ
る

各
地
の
農
園
や
生
産
者
組
合
で
も
、大
雨・洪
水
、ハ
リ
ケ
ー

ン
に
よ
る
被
害
は
毎
年
の
よ
う
に
起
き
て
い
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
の
原
因
の
一つ
と
し
て
、山
や
森
の
木
を
切

り
拓
き
広
大
な
土
地
で
単
一
の
作
物
を
栽
培
す
る
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。コ
ー
ヒ
ー
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
栽
培
さ
れ
る
代
表
的
な
作
物
。コ
ー
ヒ
ー
を
大
量
に
作

る
た
め
に
行
っ
て
き
た
こ
と
が
、こ
の
先
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
に

適
し
た
土
地
を
減
少
さ
せ
る
一
因
に
な
っ
て
い
る
、と
い
う

こ
と
で
す
。

　
　

需
要
の
増
加
と
価
格
の
上
昇

  

一
方
で
、コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
世
界
の
コ
ー
ヒ
ー
消
費
量

は
増
加
し
て
お
り
、こ
こ
数
年
で
10
％
以
上
増
加
し
て
い
ま

す
。そ
れ
に
合
わ
せ
て
生
産
量
も
増
加
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
後
数
年
間
ブ
ラ
ジ
ル
の
コ
ー
ヒ
ー
生
産
量
が
減
少
す
る

見
込
み
と
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
混
乱
で
コ
ー
ヒ
ー
輸
出
国
の

コ
ン
テ
ナ
が
不
足
し
て
い
る
状
況
も
あ
り
、コ
ー
ヒ
ー
不
足

が
現
実
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。需
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
傾
い
て
い

る
こ
と
か
ら
コ
ー
ヒ
ー
の
国
際
的
な
取
引
価
格
は
上
昇
、

物
流
コ
ス
ト
の
増
加
も
重
な
り
、２
０
２
1
年
の
秋
以
降
日

本
で
も
コ
ー
ヒ
ー
関
連
商
品
の
値
上
げ
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
　
コ
ー
ヒ
ー
と
S
D
G
s

　
　

森
林
農
法
と
い
う
希
望

　　

し
か
し
、こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
も
、ま
だ
希
望
は

残
っ
て
い
ま
す
。S
D
G
s（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）の
17

の
目
標
の
中
に
は
、気
候
変
動
へ
の
対
策
、海
と
陸
の
豊
か

さ
を
守
る
、貧
困・飢
餓
を
無
く
し
全
て
の
人
に
健
康
的
な

生
活
を
確
保
す
る
、な
ど
コ
ー
ヒ
ー
業
界
と
深
く
関
係
す

る
部
分
も
多
い
で
す
。ま
た
２
０
５
０
年
問
題
と
も
相
ま
っ

て
、コ
ー
ヒ
ー
業
界
で
も
持
続
可
能
な
生
産
や
流
通
へ
の
取

り
組
み
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

 

な
か
で
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
、森
林
農
法
で

す
。弊
社
で
は
森
林
農
法
で
栽
培
さ
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
を
中
心

に
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。森
林
農
法
の
コ
ー
ヒ
ー
園
で
は
、

コ
ー
ヒ
ー
以
外
の
作
物
や
建
材
に
な
る
木
な
ど
様
々
な
樹

木
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、食
料
、木
材
、飼
料
、燃
料
と
し
て

な
ど
多
く
の
森
の
恵
み
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
背
の
高
い
木
は
シ
ェ
ー
ド
ツ
リ
ー
の
役
割
に
も
な
り
、落

ち
葉
や
果
物
の
茎
な
ど
は
土
に
返
る
こ
と
で
、コ
ー
ヒ
ー
に

と
っ
て
良
い
肥
料
に
も
な
り
ま
す
。森
を
守
る
森
林
農
法

は
、２
０
５
０
年
問
題
や
S
D
G
s
へ
の
取
り
組
み
の
、一つ

の
希
望
で
あ
り
答
え
だ
と
思
う
の
で
す
。（
こ
れ
ま
で
本
誌

で
も
お
伝
え
し
て
き
た
よ
う
に
、こ
の
森
林
農
法
を
２
０

1
8
年
か
ら
国
策（
セ
ン
ブ
ラ
ン
ド・ヴ
ィ
ダ
）と
し
て
推
進

し
て
い
る
の
が
メ
キ
シ
コ

（
ｐX

参
照
）で
、そ
の
モ

デ
ル
は
ト
セ
パ
ン
協
同
組

合
で
す
。

（
S
C
A
J
認
定

コ
ー
ヒ
ー
マ
イ
ス
タ
ー 

 

　
中
村
拓
平
）

【これからもコーヒーを楽しんでいくために私たちにできること】
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